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（
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
恩
給
法
第
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
扶
助
料
に
つ
い
て
前
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
加
算
の
原
因
と
な
る
未
成
年
の
子
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
に
対
す
る
恩
給
法
第

七
十
五
条
第
三
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
新
昭
和
五
十
一
年
恩
給
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
恩
給

法
第
七
十
五
条
第
三
項
中
「
未
成
年
ノ
子
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
歳
未
満
ノ
子
（
婚
姻
シ
タ
ル
子
ヲ
除
ク
）」と
、「
ナ

キ
成
年
ノ
子
」
と
あ
る
の
は
「
ナ
キ
二
十
歳
以
上
ノ
子
（
婚
姻
シ
タ
ル
二
十
歳
未
満
ノ
子
ヲ
含
ム
）」と
、
新
昭
和
五

十
一
年
恩
給
法
等
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
で
あ
る
子
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
子
（
十
八
歳
以

上
二
十
歳
未
満
の
子
（
婚
姻
し
た
子
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
重
度
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
に
限
る
。）」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
で
あ
る
子
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
子
（
前
号
に
規
定
す
る
子
に
限
る
。）」
と
す
る
。

（
た
ば
こ
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

た
ば
こ
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
九
号
中
「
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
」
を
「
二
十
歳
未
満
ノ
者
ノ
喫
煙
ノ
禁
止
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に

改
め
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
未
成
年
者
」
を
「
二
十
歳
未
満
の
者
」
に
改
め
る
。

（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
十
六
条
を
削
り
、
第
十
七
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
八
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中「（
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
第
十
二
条
の
四
第
二
項
（
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な

し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
罰
則
）」を
付
す
る
。

第
十
九
条
中「（
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
条
を
第
十

八
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
解
釈
及
び
適
用
の
確
認
等
）

第
十
五
条
の
二

公
共
施
設
等
の
管
理
者
等（
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
特
定
事
業
を
実
施
し
、
若
し
く
は
実
施
し
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
そ
の
実
施

し
、
又
は
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
定
事
業
に
係
る
支
援
措
置
の
内
容
及
び
当
該
特
定
事
業
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

規
定
す
る
法
律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。）を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の

解
釈
並
び
に
当
該
特
定
事
業
に
対
す
る
当
該
支
援
措
置
及
び
当
該
規
定
の
適
用
の
有
無
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い

て
「
支
援
措
置
の
内
容
等
」
と
総
称
す
る
。）に
つ
い
て
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
求
め
に
係
る
支
援
措
置
の
内
容
等
の
確
認
が
そ
の

所
掌
す
る
事
務
又
は
所
管
す
る
法
律
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
求
め
を
し
た
者
に
回
答
す

る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
求
め
に
係
る
支
援
措
置
の
内
容
等
の
確
認
が
他

の
関
係
行
政
機
関
の
長
（
当
該
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政
機
関
。
以
下
こ

の
項
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
掌
す
る
事
務
又
は
所
管
す
る
法
律
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
当
該
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

確
認
を
求
め
ら
れ
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
遅
滞
な
く
、
内
閣
総
理
大
臣
に
回
答
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
回
答
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
回
答
の
内
容
を
当
該
回
答
に
係
る
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
回
答
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

を
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
事
業
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
遂
行
を

図
る
た
め
、
公
共
施
設
等
の
管
理
者
等
又
は
特
定
事
業
を
実
施
し
、
若
し
く
は
実
施
し
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者
の

求
め
に
応
じ
て
、
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
を
行
う
に
際
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
民
間
資
金
等
活
用
事
業

推
進
委
員
会
に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
の
徴
収
等
）

第
十
五
条
の
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
事
業
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
公
共
施
設
等
の
管
理
者
等
に
対
し
、
実
施
方
針
に
定
め
た
事
項
そ
の
他
の
特
定
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言
若
し
く
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
号

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

公
共
施
設
等
の
整
備
等
に
関
す
る
事
業
に
お
け
る
前
条
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
た
民
間
の
資
金
、
経
営

能
力
及
び
技
術
的
能
力
の
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

未
成
年
者

（
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
条
及
び
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条
及
び
第
九
条

削
除

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
六
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

野
田

聖
子

法
務
大
臣

上
川

陽
子

外
務
大
臣

河
野

太
郎

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

藤

健

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一


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